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は
な
く
、
新
車
導
入
し
て
４
年

が
経
過
し
て
電
池
能
力
が
低
下
し

た
車
両
を
用
い
る
大
手
物
流
企
業

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
現
在


こ
う
し
た
電
池
能
力
を
考
慮
し
た

配
送
管
理
を
行
う
ツ
ー
ル
や
サ
ー

ビ
ス
は
ま
だ
実
装
さ
れ
て
お
ら

ず
早
期
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る


筆
者
ら
は
こ
う
し
た
利
用
者
側

で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
中
古

Ｅ
Ｖ
や
取
り
外
し
た
電
池
の
多
用

途
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
「
ス

マ
ー
ト
ユ
ー
ス
」
と
呼
ん
で
い

る
。
従
来
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

中
古
販
売
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
依
存
し
て
い
た
中
古
Ｅ
Ｖ
等
の

活
用
を
、
物
流
会
社
な
ど
の
事
業

者
が
診
断
や
配
送
計
画
な
ど
各
種

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
技
術
を
用
い
て

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
Ｅ
Ｖ
の
利
用
促
進
な
ど
が
可

能
に
な
り
、
Ｅ
Ｖ
の
市
場
拡
大
、

更
に
は
、
運
輸
部
門
の
脱
炭
素
に

も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
用
者
起
点
で
促
進

24
年
９
月
、
利
用
者
起
点
で
Ｅ

Ｖ
や
中
古
Ｅ
Ｖ
の
利
用
を
促
進
す

る
「
Ｅ
Ｖ
電
池
ス
マ
ー
ト
ユ
ー
ス

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
協
議

会
で
は
、
地
方
自
治
体
や
民
間
企

業
を
中
心
に
実
証
を
展
開
す
る

他
、
中
古
車
や
電
池
の
利
用
の
環

境
価
値
を
評
価
す
る
循
環
貢
献
指

標
等
を
策
定
す
る
こ
と
で
中
古
Ｅ

Ｖ
等
の
利
用
を
進
め
、
利
用
す
る

先
進
企
業
の
支
援
を
行
う
。

今
後
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配

送
に
関
わ
る
多
く
の
物
流
企
業

が
、
導
入
の
障
害
と
な
っ
て
い
た

Ｅ
Ｖ
電
池
の
劣
化
へ
の
不
安
を
解

消
し
、
Ｅ
Ｖ
導
入
を
推
進
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
の
貨
物
輸
送
事
業
者
を
起

点
に
、
物
流
や
社
会
全
体
で
電
動

化
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

利
用
体
験
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
電
池

の
性
能
を
改
善
し
て
で
き
る
限
り

長
距
離
走
行
で
き
る
Ｅ
Ｖ
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。
一
方
、
Ｅ
Ｖ
利

用
段
階
の
課
題
解
決
が
全
て
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の

は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。

１
回
の
充
電
で
可
能
な
走
行
距

離
に
制
約
が
あ
る
中
で
、
適
切
な

配
送
計
画
の
立
案
な
ど
、
物
流
事

業
者
の
努
力
に
よ
り
解
決
で
き
る

課
題
も
多
い
。
具
体
的
に
は
、
診

断
技
術
に
よ
っ
て
評
価
し
た
電
池

の
残
量
を
考
慮
し
た
１
日
の
配
送

計
画
を
組
み
、
当
日
の
配
送
量
が

多
い
エ
リ
ア
で
は
残
量
が
多
い
車

両
を
利
用
す
る
な
ど
の
き
め
細
か

な
管
理
を
導
入
す
る
方
法
な
ど
が

あ
る
。

ま
た
、
車
載
状
態
で
う
ま
く
運

用
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
、
Ｅ
Ｖ
で

の
使
用
後
に
取
り
外
し
た
電
池
の

リ
ユ
ー
ス
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
中
古
Ｅ

Ｖ
の
経
済
価
値
を
高
め
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
は
Ｅ
Ｖ
の

利
用
に
お
い
て
利
用
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
車
両
の
運
用
管
理
、
Ｅ
Ｖ

電
池
の
利
用
価
値
を
最
大
化
す
る

仕
組
み
が
必
要
と
な
る
ま
た
こ

う
し
た
ツ
ー
ル
は
、
中
古
Ｅ
Ｖ
を

用
い
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を
担

う
企
業
向
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の

は
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
中
小
企

業
に
有
効
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
方
、
電
池
の
劣
化
は
車
両
ご

と
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
電
池
の

劣
化
状
況
を
正
確
に
把
握
し
な
け

れ
ば
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
現
在
、
電
池
の
劣
化

状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
各
種

の
診
断
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
ま
だ
実
証
段
階
の
技
術
が
多

い
が
、
今
後
、
商
用
利
用
が
活
発

化
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
例
え
ば

22
年
11
月
か
ら
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
は
国
内
の
電
池
診
断
、
計
測
事

業
者
と
連
携
し
、
メ
ー
カ
ー
横
断

の
複
数
車
種
を
対
象
に
基
礎
デ
ー

タ
の
収
集
と
評
価
手
法
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
中
古
車
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト

は
、
中
古
Ｅ
Ｖ
の
電
池
性
能
を
保

証
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
24
年
内
に
始

め
る
と
し
て
い
る
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
輸
送
に
お

い
て
中
古
Ｅ
Ｖ
の
利
用
が
進
め

ば
、
中
古
Ｅ
Ｖ
の
価
値
が
適
正
に

評
価
さ
れ
、
リ
ー
ス
残
価
も
向
上

し
て
新
車
Ｅ
Ｖ
の
導
入
も
進
み
や

す
く
な
り
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

輸
送
全
体
の
電
動
化
を
促
進
す
る

好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

支
援
ツ
ー
ル
開
発
を

新
車
か
中
古
車
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
電
動

化
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
に
負
け
な
い

コ
ス
ト
は
ガ
ソ
リ
ン
代
よ
り
も
電

気
代
の
方
が
安
く
、
Ｅ
Ｖ
の
方
が

安
く
な
る
。

「
充
電
に
要
す
る
時
間
と
設
備

の
制
約
」
に
関
し
て
は
、
充
電
時

間
が
長
く
、
急
速
充
電
の
場
合
で

も
フ
ル
充
電
ま
で
基
本
的
に
30
分

以
上
を
要
す
る
た
め
、
日
中
の
配

送
業
務
時
間
中
に
充
電
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
こ
の
た
め
車
両
の
配

送
経
路
と
１
日
の
走
行
可
能
量
を

加
味
し
た
配
送
計
画
を
作
成
し
た

り
、
交
換
式
バ
ッ
テ
リ
ー
を
活
用

し
た
り
す
る
と
い
っ
た
対
策
が
必

要
と
な
る
。

｢

電
池
性
能
に
対
す
る
不
安｣

に

関
し
て
は
、
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
さ
れ
た

電
池
は
走
行
に
伴
っ
て
劣
化
す
る

の
で
、
一
定
程
度
利
用
す
る
と
１

日
の
走
行
可
能
距
離
が
低
下
し
、

電
池
残
量
を
心
配
し
な
が
ら
配
送

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

劣
化
状
況
を
把
握
へ

前
述
の
通
り
、
販
売
価
格
の
高

さ
は
小
型
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及

を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ

で
あ
る
。
99
％
以
上
が
中
小
企
業

で
あ
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
に
と
っ
て
、
電
動
化
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
軽
減
は
不
可
欠
で

あ
り
、
新
車
Ｅ
Ｖ
に
比
べ
半
額
ほ

ど
安
い
中
古
Ｅ
Ｖ
の
活
用
は
一
つ

の
解
決
策
に
な
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
中
古
Ｅ
Ｖ
の
電
池
は

新
車
に
比
べ
劣
化
し
て
お
り
、
航

続
距
離
が
低
下
す
る
た
め
、
１
日

の
配
送
量
が
制
約
さ
れ
る
。
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
に
Ｅ
Ｖ
を
用

い
る
場
合
、
１
日
の
一
般
的
な
走

行
距
離
は
50
～
１
０
０
㌔
程
度
と

な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
配
送
等
向

け
の
商
用
Ｅ
Ｖ
の
走
行
可
能
距
離

は
１
０
０
～
１
５
０
㌔
と
な
る
。

ま
た
、
５
年
リ
ー
ス
ア
ッ
プ
す
る

際
の
電
池
の
劣
化
は
70
～
80
％
と

な
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
商
用

中
古
Ｅ
Ｖ
は
平
均
的
に
75
～
１
１

０
㌔
程
度
走
行
可
能
と
い
う
こ
と

に
な
る
つ
ま
り
エ
ア
コ
ン
の
使

用
や
積
載
重
量
な
ど
に
よ
り
変
化

は
す
る
が
、
中
古
Ｅ
Ｖ
を
利
用
し

て
も
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
輸
送

の
走
行
距
離
に
は
一
定
程
度
対
応

で
き
る
見
通
し
と
な
る
。
ま
た
、

現
在
、
中
古
Ｅ
Ｖ
は
安
価
に
購
入

で
き
る
た
め
、
中
古
Ｅ
Ｖ
の
利
用

良
さ
や
パ
ワ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
車
に

比
べ
て
走
行
音
の
静
か
さ
な
ど
の

優
位
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

課
題
も
あ
る
。

主
な
課
題
に
は
①
販
売
価
格
の

高
さ
②
充
電
に
要
す
る
時
間
と
設

備
の
制
約
③
電
池
性
能
に
対
す
る

不
安


が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
販
売
価
格
の
高
さ
」
に
関
し

て
は
、
Ｅ
Ｖ
の
中
で
も
最
大
の
部

品
で
あ
る
電
池
が
高
価
な
た
め
、

販
売
価
格
が
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
高

く
な
る
。
た
だ
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

炭
素
化
を
掲
げ
Ｅ
Ｖ
普
及
に
力
を

入
れ
る
企
業
が
増
え
始
め
て
い

る
。ヤ

マ
ト
運
輸
は
23
年
９
月
か
ら

Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
９
０
０
台
の
導
入

を
順
次
開
始
し
、
更
に
充
電
時
間

を
気
に
せ
ず
走
行
可
能
な
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
式
の
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の

実
証
を
進
め
て
い
る
。
ア
ス
ク
ル

は
16
年
か
ら
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

配
送
に
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
し

て
お
り
、
車
種
を
拡
大
し
つ
つ
、

現
場
で
の
使
用
性
を
確
認
し
な
が

ら
最
適
稼
働
を
図
り
、
30
年
ま
で

に
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
の
全

車
両
を
電
動
化
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
に
導
入
さ
れ
る
Ｅ
Ｖ
の

ほ
と
ん
ど
が
新
車
で
あ
っ
た
が
、

24
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
、
み
ず

ほ
リ
ー
ス
、
み
ず
ほ
オ
ー
ト
リ
ー

ス
、
丸
和
運
輸
機
関
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｍ

の
４
社
が
進
め
る
実
証
で
は
、
リ

ー
ス
期
間
が
満
了
し
た
ガ
ソ
リ
ン

車
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
や
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
取
り
除
き
、
交

換
可
能
な
カ
セ
ッ
ト
式
バ
ッ
テ
リ

ー
等
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
バ
ッ

テ
リ
ー
交
換
式
Ｅ
Ｖ
へ
コ
ン
バ
ー

ト
し
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送

に
活
用
し
て
い
る
。

販
売
価
格
な
ど
課
題

Ｅ
Ｖ
は
、
走
り
出
し
の
性
能
の

Ｃ
Ｎ
へ
普
及
に
期
待

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
２
０

０
１
年
度
以
降
、
運
輸
部
門
の
Ｃ

Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
は

減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
る
が
、
22

年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
う
ち
、

運
輸
部
門
の
排
出
量
は
約
19
％
を

占
め
て
お
り
、
50
年
に
お
け
る
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
、

温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
）

実
現
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
遠
い
。

特
に
、
貨
物
自
動
車
は
全
体
の

７
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

貨
物
自
動
車
の
脱
炭
素
は
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
国
内
Ｅ
Ｃ

（
電
子
商
取
引
）
市
場
が
拡
大

し
、
多
頻
度
小
口
配
送
が
増
加
し

て
い
る
が
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

の
貨
物
輸
送
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
削
減
は
遅
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
物
流
領
域
の
脱
炭
素

に
向
け
た
施
策
の
一
つ
が
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
シ
フ
ト
で
あ

る
。
航
続
距
離
や
充
電
時
間
の
課

題
が
あ
り
、
長
距
離
輸
送
向
け
の

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
電
動
化
は
進
み

に
く
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点

か
ら
も
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
電

動
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

注
力
す
る
企
業
増
加

日
本
国
内
で
も
Ｅ
Ｖ
１
０
０

（
事
業
活
動
で
使
用
す
る
輸
送
手

段
の
１
０
０
％
電
化
を
掲
げ
る
国

際
企
業
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
に
加

盟
し
て
い
る
企
業
を
は
じ
め
、
脱

り
・
け
ん
ぺ
い

北
京
大

学
数
学
学
院
卒
、
東
京
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

了
。
日
本
総
合
研
究
所
入
社

後
中
国
の
環
境･

エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
、
Ｅ
Ｖ
電
池
の
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場

を
中
心
に
、
調
査
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。

に
い
く
ら
・
み
き

筑
波

大
学
第
一
学
群
社
会
学
類
法

律
専
攻
卒
。
２
０
１
８
年
日

本
総
合
研
究
所
に
入
社
し
、

21
年
か
ら
現
職
。
Ｅ
Ｖ
電
池

の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
市
場
に
つ
い
て
調
査
業
務

に
従
事
。

｢ラストワンマイル配送｣電動化

診
断･

配
送
な
ど
Ｄ
Ｘ
で

運
輸
部
門
の
脱
炭
素
に
貢
献

／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

李

建
平(

写
真
右)
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

李

建
平(

写
真
右)

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

新
倉

美
紀(

同

左)
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

新
倉

美
紀(

同

左)
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